
基本的施策 7：【農業】地域で生産される農産物の地域内での流通、消費の推進

目標項目 単位 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 目標 評価

地産地消を意識してい

る市民の割合
％ 51.7 － － － 53.3 － － － 49.4 75

若干減少。20歳代が低く 25％、年齢が高

いほど意識が高い。

学校給食における久留

米産農産物の使用割合
％ － － －

品目 73
数量 52
金額 56

品目 76
数量 50
金額 61

品目 77
数量 51
金額 65

品目 78
数量 50
金額 65

品目 73
数量 49
金額 60

品目 73
数量 49
金額 64

品目 73
数量 60
金額 60

品目、金額では目標を達成している。数量

は、久留米市では重量野菜の生産が少ない

ため達成が難しい。

道の駅くるめ農産物直

売館年間販売額
億円 － － 5.0 5.2 5.6 6.0 6.2 6.4 7.0 5以上

H20.5開駅以来、毎年販売額が増加、直ぐ

に目標達成。H25売り場面積拡張。

① 推進店制度や道の駅くるめ、様々

な媒体を活用した情報発信等によ

り、市民が久留米産農産物を購

入・消費する環境を整備した。現

在、JA 等による直売所や量販店の

インショップも増加している。

② 道の駅くるめは年間 160 万人以上

の来場者があり、久留米産農産物

の情報発信、消費拡大の拠点とし

て定着している。

③ 食育推進会議や教育委員会との連

携により、学校給食における久留

米産農産物の割合が向上した。

④ 地産地消推進店の店舗数は目標を

達成している。今後は推進店によ

る地産地消の取組(使用量拡大な

ど)を強化する必要がある。

⑤ 市民の地産地消の意識向上を図る

ため、条例の周知（市民の役割）、

多面的機能や久留米産農産物の品

質、安全安心、美味しさ等の魅力、

購入場所の情報提供などを複合的

に実施する必要がある。

前期計画（H18～H22） 後期計画（H23～H26） 事業の成果と課題
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市場関係者による久留米産野菜の流通促進

・ネーム入り袋・箱「筑紫次郎の贈り物」、結束テープ「久留米産やさい」

・市場の特産品として「カリブロ」「くるめ辛味大根」の出荷

・「今朝採り野菜コーナー」の設置(H20～)

学
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地産地消推進店登録制度(H21：119店舗⇒H26：365店舗)
・推進店の意識向上：農場見学会、市場見学会開催

・市民周知：マップ配布(15,000部)、スマホアプリ開発、農業まつり出店

米粉普及推進協議会(H21～H23)、久留米市産米推進協議会（H24～）

・「くるめ米」の市内米穀店、量販店での販売(H24～)
・市内イベントでの PR、米粉を使った料理教室の開催

六角堂昼市開催支援(H21～H24)

地場農産物学校給食導入促進事業(学校給食会へ導入補助)、
・久留米市学校給食会：37品目、219t(H24)、城島中学校給食地場特産農産物導入推進協議会：5品目、0.5t(H24)
・品目ベースで、米と米粉パンは 100％地場産、野菜 90％(52/58品目)、果樹 24％(5/21品目)

「地場産給食の日」の実施(月 1回、久留米産米粉を使ったパン、久留米産野菜を使った副食献立)

道の駅くるめ (H20.5開駅、H25売場拡張、H26水産物取扱開始)
農産物直売館(H26：160万人来場)、レストラン、交流研修室

市民が久留米産農産物を購入・消費する環境を整備してきたことにより、市内での久留米産農産物の消費拡大が図られてきた。本市農業への理解促進や

地産地消への意識醸成を進めることで、もっと市民の消費拡大を図る必要があり、今後も環境整備とともに市民への情報発信が必要である。
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